
第１号 

城陽市公営企業公募型指名競争入札のお知らせ 

（電子入札案件） 

下記の案件について、公募型指名競争入札を行いますのでお知らせします。 

参加を希望される方は、城陽市公営企業公募型指名競争入札実施要領を熟読、承知のうえ、参加を申し込んでく

ださい。 

 

令和６年（２０２４年）４月２２日 

城陽市公営企業管理者 

職 務 代 理 者 

記 

工事名 低区送水管布設工事（その７） 

工事場所 城陽市平川山道～久世芝ヶ原 地内 

予定工期 

 

令和６年（2024年）５月２７日 から 

令和６年（2024年）９月３０日 まで 

工事概要等  本工事は、水道施設整備計画に基づき送水管の布設を行うもの。 

DCIPφ４５０  Ｌ＝２９３．６ｍ、 DCIPφ２００  Ｌ＝７７．９ｍ 

DCIPφ５０  Ｌ＝４．２ｍ 

撤去工 １式、 給水替工 ９箇所  

工種 水道施設工事 

予定価格 ６９，３６０，０００円（税抜） 

最低制限価格 ６２，９９６，０００円（税抜） 

入札参加者に必要な資

格・条件 

別紙 

設計図書等 ・原則として、京都府入札情報公開システムの入札公告・入札情報からダウンロードすること。 

・やむを得ず窓口配布を希望する場合は、配布期間内（閉庁日及び正午から午後１時までを除く。）に経

営管理課庶務係へ問合せの上、入手すること。 

入札参加表明書の受付 

 

・提出期限 令和６年（2024年）４月２５日（木）午後５時まで  

・紙入札希望者の提出 上記提出期限までに経営管理課庶務係（城陽市平川広田６７番地）まで持参 

・添付資料 別紙 

資格確認の通知 令和６年（2024年）５月８日（水）午後２時００分から 

入札予定日時 

場所 

・期間 令和６年（2024年）５月１６日（木）午前１０時００分から午後６時００分まで 

令和６年（2024年）５月１７日（金）午前  ９時００分から午後３時００分まで 

・紙入札者の入札書提出は５月１７日午後３時００分まで（両日の正午から午後１時まで及び５月１６日

の午後５時以降除く）に経営管理課庶務係（城陽市平川広田６７番地）まで持参 

・入札回数 １回（不落の場合は、入札不調とする。） 

開札予定日時 令和６年（2024年）５月２０日（月）午前１０時００分 

入札保証金 入札保証金：免除 

契約者（発注者） 公営企業管理者職務代理者 

契約保証金 契約保証金：有 

前払金 有 中間払 有 

部分払 有  

公正入札違約金 請負代金の額の１００分の２０に相当する額 

消費税の扱い 入札は、消費税及び地方消費税を含まない金額で行うこと。 

そ の 他 ① 案件に紙入札での参加を希望する場合は別紙「紙入札方式参加承諾願」を提出すること。 

② 本市が発注した工事において、建設業法、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律、私

的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律その他関係法令規の遵守状況及び工事成績評定等を

基に、指名が不適当であると判断した場合は入札の参加を認めない。 

③ 入札に際しては、入札書に併せて内訳書（入札時提出用）を提出すること。 

※内訳書に関し、a)工事名の誤記、b)商号（名称）及び代表者氏名の遺漏、c)計算の誤り、d)記載

の工事価格と入札額の相違、と判断されるものは失格となるため、十分に確認の上、提出すること。

（市ＨＰ中、「入札金額内訳書及び施工体制台帳について」ページ参照） 

担当課 上下水道部経営管理課庶務係（ＴＥＬ52-4801 ＦＡＸ55-0771） 

 

 



 

 

 

（別紙） 

工事名 低区送水管布設工事（その７） 

入札参加者に必要 

な資格・条件 

 

城陽市公営企業公募型指名競争入札実施要領及び城陽市公共工事電子入札運用基準の規定のほか、 

① 城陽市内に本社（本店）が所在する者として令和６年度城陽市建設工事業者指名受付簿に登載され

ていること。その者は以下のいずれかに該当するものであること。 

ア）当該工種につき本公告日前から３年間以上継続して城陽市建設工事業者指名受付簿に登載され

ていること。 

イ）当該工種以外の工種につき本公告日前から３年間継続して城陽市建設工事業者指名受付簿に登

載され、かつ当該工種についても本公告日前から１年間継続して城陽市建設工事業者指名受付簿

に登載されているもの。 

② 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２７条の２３第１項の規定による経営事項審査において、

当該工種の総合評定値が５５０点以上で、経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書中、当該工

種において２年又は３年平均で完成工事高を有している者であること。 

③ 建設業法第１５条の規定による、当該工種に係る特定建設業の許可を受けている者であること。 

④ 自社で恒常的に雇用しているおり、当該工種に係る監理技術者証を有する技術者を配置し得るこ

と。その技術者は、監理技術者講習を受講済みであること。 

また、同一の現場代理人及び技術者（以下「技術者等」という。）を重複して複数工事の技術者等

とする場合において、他の工事を落札したことにより配置予定の技術者等を配置することができなく

なったときは、入札に参加できないこととし、直ちに入札辞退の届出を行うこと。加えて建設業法施

行令第２７条に基づき、当該主任技術者の請負金額（総額）が４，０００万円を超える場合は専任義

務が発生するので注意すること。 

※「技術者等及び現場代理人の複数の工事現場の兼務について」を市HP の 

事業者向け > 入札・契約 > 城陽市 > 入札に関するお知らせに掲載しておりますのでご確認ください。 

 ⑤ 配管に当たっては次の点を守ること。 

ア）配管工には次に該当する者をあてること 

・日本水道協会交付の配水管技能者登録証（耐震）を有する者 

  ・日本ダクタイル鉄管協会の継手接合研修会（耐震管（Φ４５０以下））の受講証を有する者、

または、工事施工までに受講証を取得見込の者。 

イ）適合する機器類（切断機、接合器具等）を使用すること 

ウ）落札業者は落札後に上記ア）に掲げる証明（写）及びイ）に掲げる使用機器類のリストを提出

すること。 

⑥ 請負者は契約締結後速やかに指定区間を施工できる城陽市指定給水装置事業者を選任し、工事着手

できる態勢を整えること。請負者（下請負含む）の都合による工期の延長は認めないこととし、工

期を超過した場合は城陽市工事請負契約書第４２条による損害金を請求するので十分留意してお

くこと。 

⑦ 令和６年４月２５日から令和６年５月２０日までの期間に城陽市及び城陽市公営企業の入札参加

資格の停止を受けていないこと。 

⑧ この案件に参加する他の入札参加者と資本関係又は人的関係を有する者でないこと。 

⑨ 令和５年１０月１日に、消費税の仕入税額控除の方式として、適格請求書等保存方式（いわゆる「イ

ンボイス制度」）が導入されたことから、業務に係る請求の際は、登録番号等の必要事項が記載さ

れた適格請求書が発行できるものであること。 

提出書類 

（サイズはＡ４で提出

のこと） 

① 様式１ 城陽市公営企業公募型指名競争入札参加表明書 

② 経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書又は経営事項審査結果通知書の写し 

③ 建設業許可証明書又は同通知書の写し 

④ 技術者の資格を確認できる書類の写し（合格証明書） 

⑤ 現場代理人及び技術者の雇用関係を確認できる書類（健康保険証の写し等） 

※記号・番号等が判別できないようにマスキング（塗り潰し等）すること。 

 

電子入札による参加者についても、当該ファイルは添付すること。（ファイルは可能な限り集約すること。） 

 


